
こ
の
問
題
を
解
く
一
方
途
と
し
て
、
著
者
原
実
博
士
は
「
苦
行
」
を
意

味
す
る
３
Ｆ
の
の
語
の
文
献
学
的
研
究
を
試
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
湛

大
な
梵
語
諸
典
籍
の
中
か
ら
、
古
典
期
の
代
表
的
文
献
で
あ
る
マ
ハ
ー
バ

ー
ラ
タ
（
旨
騨
冒
冨
胃
騨
薗
ｌ
古
代
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
百
科
全
書
の
如
き

観
を
呈
す
る
約
十
万
偶
）
を
選
び
、
そ
の
中
に
見
え
る
曾
冨
の
の
用
例

（
約
三
百
回
）
に
悉
く
あ
た
る
。
そ
し
て
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
中
の
冨
彊
、

の
語
の
全
用
例
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
分
類
・
整
理
す
る
。
従
っ
て
、
著

者
は
、
専
ら
薗
冒
の
の
共
時
的
側
面
に
関
心
を
注
ぎ
、
そ
こ
か
ら
曾
冨
の

問
題
は
最
も
重
要
で
あ
る
。

す
。
へ
て
の
宗
教
は
何
ら
か
の
精
神
鍛
練
の
方
法
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
宗
教
的
実
践
の
主
要
部
門
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
宗
教
に
お
い
て
、
そ
れ
は
一
般
に
「
苦
行
」
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
苦
行
」
が
イ
ン
ド
の
宗
教
史
を
支
え
る
一
大
実

践
法
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
「
苦
行
」
の
源
泉
、

歴
史
的
発
達
の
経
緯
、
他
の
修
行
法
、
例
え
ば
ヨ
ー
ガ
と
の
関
連
な
ど
、

問
題
は
数
多
い
。
そ
の
中
で
「
苦
行
」
そ
れ
自
体
が
孕
む
問
題
、
す
な
わ

ち
ひ
と
は
何
故
に
苦
行
を
す
る
か
と
い
う
「
苦
行
」
の
価
値
に
関
係
す
る

原
実
著

古
典
イ
ン
ド
の
苦
行

山

下

幸

《
第
一
章
函
冨
、
の
概
念
規
定
》

〈
第
一
節
冨
冒
印
の
定
義
と
そ
の
問
題
点
〉
こ
こ
で
、
肩
遇
い
や

国
爵
目
騨
が
旧
来
の
「
身
体
の
枯
渇
や
苛
責
」
の
苦
行
を
斥
け
革
新
的
定

義
を
与
え
ん
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
用
例
で
も
っ
て
示
し
、
旧
来

の
国
冨
の
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
二
’
四
節
に
お
い
て
三

つ
の
方
法
を
と
る
こ
と
を
述
べ
る
。

〈
第
二
節
冨
冒
印
の
概
念
⑩
〔
名
詞
連
合
〕
〉
国
冒
、
の
概
念
内
容

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
国
冨
“
と
連
合
す
る
名
詞
、
す
な
わ

《
序
論
》

菌
冨
印
に
は
「
行
」
と
し
て
の
実
践
的
（
過
程
的
）
側
面
と
、
「
神
秘

力
」
と
し
て
の
結
果
的
側
面
の
二
面
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
以
下
の
各

章
に
お
い
て
、
そ
の
二
面
を
踏
ま
え
て
圃
胃
、
の
概
念
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
と
い
う
意
図
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
論
述
の
順
序
・
次
第
の
概
略
を

説
明
す
る
。

《
総
論
》

本
書
が
冨
圃
、
の
語
の
文
献
学
的
研
究
で
あ
る
こ
と

タ
を
資
料
と
す
る
こ
と
を
述
、
へ
る
。

の
概
念
の
諸
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
著
者
が
東
京
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文
に
基
づ
く
出
版
で
あ

る
。
以
下
に
著
者
の
該
博
な
る
五
百
。
ヘ
ー
ジ
を
超
え
る
労
作
を
、
そ
の
論

、
、

述
の
次
第
に
そ
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

マ
〈
－
バ
ー
ｌ
ラ

67



ち
、
国
冒
印
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
諸
徳
目
一
六
○
有
余
を
通
覧
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
次
の
諸
点
が
摘
出
さ
れ
る
。
苗
圃
印
は
ヴ
ェ
ー
ダ
に
伝
統
的

な
徳
目
お
よ
び
後
世
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
特
有
の
徳
目
と
列
挙
せ
ら
れ
、
重
要

な
倫
理
、
宗
教
の
概
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
冒
畷
の
行
と
関
連
し
、

自
制
的
・
自
戒
的
・
禁
欲
的
・
バ
ラ
モ
ン
的
・
武
士
階
級
的
・
呪
法
的
・

腰
罪
的
な
諸
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
以
上
は
、
内
容
的
に
精
神
生
活
に
お

け
る
内
向
的
節
度
・
節
制
、
従
っ
て
精
神
力
、
超
自
然
力
の
醸
成
に
資
す

る
も
の
と
言
え
る
。

〈
第
三
節
賦
冨
、
の
概
念
②
〔
形
容
詞
連
合
〕
〉
こ
こ
で
は
菌
恵
め

の
性
格
を
決
定
す
る
方
途
と
し
て
、
国
富
“
を
直
接
修
飾
す
る
形
容
詞
を

検
討
す
る
。
そ
の
形
容
詞
群
は
「
質
的
」
と
「
量
的
」
と
に
大
別
で
き
る

が
、
そ
れ
ら
に
は
相
互
に
出
入
り
が
あ
り
、
３
Ｆ
い
の
「
過
程
」
と
「
結

果
」
と
の
両
側
面
と
必
ず
し
も
符
合
し
な
い
。
そ
れ
ら
の
側
面
は
国
恵
め

の
語
に
潭
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

〈
第
四
節
菌
冒
切
の
概
念
③
〔
動
詞
連
合
〕
〉
こ
こ
で
は
冨
意
、
を

戸
ｏ
２
の
胃
易
扇
と
し
て
取
る
十
七
称
の
動
詞
の
用
例
を
検
討
し
、
そ
の
結

果
、
冨
冨
⑳
に
「
行
」
乃
至
「
苦
行
の
過
程
」
と
「
実
体
的
神
秘
力
」
乃

至
「
苦
行
の
結
果
と
し
て
行
者
の
内
に
蓄
積
さ
れ
る
も
の
」
と
の
二
側
面

の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

《
第
二
章
冨
冨
い
と
力
》

〈
第
一
節
力
（
冒
冨
》
乱
匂
閣
…
胃
四
目
習
四
恥
己
昌
連
合
）
〉
こ
こ

で
は
、
３
菌
、
い
が
「
力
」
（
己
四
ｍ
①
旨
⑳
言
Ｐ
Ｃ
再
ゞ
頁
）
尋
曾
‐
ｉ
の
号
印
冨
口
８
）
で
あ

る
こ
と
を
、
文
献
の
事
例
、
す
な
わ
ち
、
冨
冒
』
ａ
曇
曾
》
官
・
Ｐ
ｇ
習
国
恥
己
昌

《
第
三
章
冨
窟
、
ｌ
苦
行
（
苦
行
の
実
態
）

〈
第
一
節
節
食
の
３
葱
の
〉
こ
の
種
の
３
９
ぃ
は
果
物
球
根
を
食

と
な
す
菜
食
主
義
に
始
ま
り
、
枯
葉
、
水
食
の
段
階
を
経
て
風
食
、
即
ち

断
食
を
究
極
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
枯
葉
を
食
と
な
す
段
階
に
は
野

菜
・
苔
の
類
が
数
え
ら
れ
、
水
食
の
段
階
に
は
牛
尿
。
牛
乳
・
脈
汕
・
果

汁
が
数
え
ら
れ
、
泡
・
光
線
を
食
と
す
る
類
も
包
摂
せ
ら
れ
て
い
る
等
、

内
容
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。

〈
第
二
節
作
為
的
冒
冒
い
〉
「
苦
行
」
の
苦
行
た
る
所
以
は
、
困

難
な
行
法
を
長
期
間
に
亘
っ
て
、
同
じ
姿
勢
で
不
動
の
ま
ま
継
続
す
る
こ

と
に
在
る
。
こ
の
種
の
行
法
に
は
、
．
足
に
て
立
ち
」
「
爪
足
に
て
立

ち
」
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
節
食
の
国
層
己
は
「
身
体

を
呵
す
作
為
的
冨
團
、
」
に
先
行
し
、
前
者
の
最
終
段
階
が
後
者
に
連
接

し
て
い
る
も
の
と
見
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
両
種
の
菌
菌
い
、
苦
行

な
ど
の
力
を
詮
わ
す
語
と
菌
菌
の
が
合
成
乃
至
連
合
し
て
い
る
用
例
を
蒐

集
・
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
証
す
る
。

〈
第
二
節
熱
力
食
召
‐
》
＆
貝
‐
ゞ
目
亨
》
習
叩
連
合
）
〉
こ
こ
で
は
、

冨
鷺
の
が
熱
力
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
。
動
詞
「
光
輝
」
（
ａ
甲
］
身
員
‐
）
、

「
焼
却
、
燃
焼
」
倉
§
‐
・
言
巴
‐
）
と
連
合
す
る
場
合
、
冨
冒
砂
は
そ
の
外

的
顕
現
、
外
的
現
象
形
態
と
し
て
旦
開
の
形
を
取
り
、
光
輝
、
燃
焼
の

具
体
的
な
母
胎
で
あ
る
「
太
陽
」
「
火
」
が
嘆
食
比
職
と
な
っ
て
同
一
文

脈
に
現
わ
れ
る
。
又
、
就
中
、
「
焼
却
」
（
八
一
台
‐
）
と
連
合
す
る
場
合
、

ｇ
富
め
を
具
え
た
行
者
の
「
怒
り
」
、
又
時
に
「
呪
」
の
概
念
が
随
判
し

て
い
る
。
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《
第
四
章
ｇ
ｇ
ｍ
ｌ
神
秘
力
⑩
（
具
格
連
合
）
ｌ
ぐ
四
国
と
の
騨
冒
ｌ
》

、
ｌ

〈
第
一
節
ぐ
閏
煙
ｌ
神
人
の
歩
み
寄
り
〉
「
苦
行
」
と
そ
の
結
果

と
の
間
に
一
度
び
神
が
介
入
す
る
と
、
そ
こ
に
ご
四
国
授
与
の
モ
チ
ー
フ

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
献
の
う
え
で
は
、
冒
呼
・
胃
旦
冨
‐
ゞ

冒
隠
且
‐
の
使
役
法
の
形
が
人
間
の
側
か
ら
国
冨
の
に
よ
っ
て
神
を
「
満

の
実
態
を
通
覧
す
る
に
諺
そ
の
動
機
が
極
め
て
世
俗
的
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

〈
第
三
節
苦
行
者
の
衣
と
住
、
そ
の
他
〉
行
者
は
「
推
櫨
を
ま
と

う
」
「
獣
皮
」
「
樹
皮
」
を
ま
と
う
と
称
せ
ら
れ
、
又
彼
ら
は
「
弁
髪
」
を

結
っ
て
い
た
。
国
冨
、
の
場
と
し
て
は
「
森
」
が
古
来
著
名
で
「
苦
行

森
」
（
賦
冒
‐
ご
自
国
）
の
合
成
語
を
う
み
出
し
た
。
冨
冨
ゅ
は
も
と
そ
れ
自

体
「
力
」
で
あ
っ
て
、
殊
更
「
神
」
を
介
入
せ
し
め
る
必
要
は
な
く
、
宗

教
と
の
結
び
つ
き
は
必
ず
し
も
必
然
性
を
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
文
献
に
懲
す
る
に
、
行
者
と
神
と
の
互
恵
、
嘔
ぐ
の
色
巨
３
月
の
概
念

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
祭
祀
に
該
当
す
る
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
苗
圃
の
の
位
置
が
あ
る
。
両
者
は
「
社
会
的
」
「
非
社
会

的
」
の
差
は
あ
っ
て
も
、
人
間
が
神
に
接
す
る
契
機
と
な
り
世
俗
的
な
目

的
を
成
就
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
国
冨
の
は
四
住
期
の

中
の
「
林
撰
期
」
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
圃
印
が
最
後
の
遊
行
期
の
一

歩
前
に
連
関
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
首
冨
、
が
離
欲
・
解
脱
の
類
と

一
線
を
画
し
て
い
た
証
左
と
な
る
。
も
と
も
と
、
私
利
・
私
欲
・
執
念
・

怨
念
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
国
冨
ｍ
は
、
離
欲
・
解
脱
と
い
う

高
迩
な
宗
教
的
理
念
と
は
尚
隔
た
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。

足
さ
せ
」
「
崇
拝
す
る
」
営
み
（
人
間
ｌ
↓
神
格
）
を
表
現
し
、
逆
に
諺

神
は
人
間
、
行
者
の
ｇ
富
め
に
よ
っ
て
「
満
足
し
」
又
「
悦
ぶ
」
（
神
格

ｌ
↓
人
間
）
と
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
人
間
は
賦
冒
の
に
よ
っ
て

神
に
奉
仕
し
、
神
は
そ
れ
に
感
応
、
満
悦
し
て
く
胃
④
を
授
与
す
る
。
こ

こ
で
画
意
の
は
手
段
、
ご
四
国
は
目
的
の
関
係
に
あ
り
、
く
胃
画
の
授
与

者
と
し
て
唯
一
神
が
介
入
し
、
同
時
に
そ
の
神
の
国
冨
印
に
よ
る
満
足
が
、

目
的
成
就
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
。

〈
第
二
節
条
件
付
勢
国
国
〉
神
は
行
者
の
国
冨
の
に
満
足
し
て
も
、

必
ず
し
も
常
に
行
者
の
ご
四
国
を
全
面
的
に
承
認
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ

た
。
こ
こ
に
部
分
的
・
条
件
付
く
騨
国
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ

の
種
の
条
件
付
ぐ
目
色
は
就
中
ア
ス
ラ
の
苗
圃
印
修
行
と
、
梵
天
の
訂
不

死
性
」
拒
否
の
間
に
見
ら
れ
、
ア
ス
ラ
必
滅
の
物
語
の
筋
に
伏
線
の
役
を

果
た
し
て
い
る
。
亦
、
条
件
付
よ
り
進
ん
で
全
面
拒
否
の
モ
チ
ー
フ
も
散

見
し
、
こ
こ
に
菌
冒
の
の
限
界
が
看
取
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
種
の
物

語
に
登
場
す
る
百
日
い
と
国
富
ぃ
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
他
面
、

そ
の
条
件
付
く
胃
四
は
、
神
が
人
間
に
化
身
す
る
物
語
の
展
開
に
一
役
買

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

〈
第
三
節
人
間
問
の
ご
冑
秒
〉
こ
こ
で
聖
仙
、
行
者
で
あ
る
年
齢

的
・
精
神
的
長
上
が
、
同
じ
く
年
齢
的
・
精
神
的
に
下
位
に
在
る
者
の

冨
闇
の
に
満
足
し
て
ご
閏
四
を
与
え
る
と
い
う
、
人
間
間
の
国
９
ｍ
に
ま

つ
わ
る
互
恵
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
聖
仙
等
の
長
上
者
が
下
位
者
に

ご
胃
Ｐ
を
授
与
す
る
こ
と
は
、
彼
等
が
己
が
内
に
国
富
め
（
神
秘
力
）
を

具
え
て
い
る
事
を
前
提
と
し
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
こ
の
国
冒
の
は

「
菖
冨
い
の
倉
庫
（
昌
号
習
騨
）
」
「
菌
冨
の
の
依
処
（
日
乱
囲
）
」
に
貯
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貯
蔵
せ
ら
れ
る
。
弓
四
国
の
授
与
者
に
し
て
既
に
己
が
内
に
冨
冒
晩
（
神

秘
力
）
を
具
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
実
は
、
他
面
こ
の

「
国
忌
め
の
倉
庫
」
の
概
念
と
相
俟
っ
て
、
新
た
に
試
團
、
ま
つ
わ
っ

て
登
場
し
た
唯
一
神
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
↓
、
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
に
お
い
て
神
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
み
え
る
如
く
「
祭
祀
の
享
受
者
」

の
み
な
ら
ず
「
菌
忌
め
の
享
受
者
」
と
さ
れ
、
曾
冒
の
も
祭
祀
と
同
様
、

神
交
の
「
い
の
ち
の
栂
」
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
神
だ
が
「
国
冒
、
に
よ

っ
て
満
足
さ
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
「
神
人
互
恵
」
の
構
造
は
、
人
間
間
の

互
恵
の
拡
大
。
投
影
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
第
四
節
呪
〉
聖
仙
・
行
者
が
怒
っ
て
呪
を
発
す
る
、
そ
の
有
効

性
・
不
可
謬
性
は
彼
ら
の
内
に
保
有
し
た
３
冨
切
（
神
秘
力
）
の
然
ら
し

む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
事
態
が
切
迫
し
、
且
つ
行
者
が
自

制
力
を
失
う
か
ら
、
行
者
に
は
己
の
菌
通
い
の
収
支
の
均
衡
を
勘
案
す
る

「
緒
神
的
余
裕
」
が
欠
如
す
る
。
同
類
の
「
精
神
的
余
裕
」
な
き
苗
富
め

の
放
出
は
「
愛
欲
耽
溺
」
に
も
見
ら
れ
る
。
他
方
、
「
満
悦
」
を
契
機
に

割
釧
胃
四
と
し
て
菌
冒
切
を
支
出
す
る
際
に
は
「
精
神
的
余
裕
」
が
あ
る
。

行
者
、
人
間
の
そ
の
よ
う
な
菌
温
め
の
消
耗
に
比
尋
へ
て
、
神
交
は
人
間
に

与
国
３
を
授
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
呪
う
こ
と
は
な
い
。
神
々
の
菌
冨
ｍ

の
宝
庫
は
信
心
深
い
行
者
に
よ
る
冨
冨
い
の
納
入
に
よ
っ
て
増
加
し
豊
か

に
な
り
、
ぐ
四
国
授
与
に
よ
っ
て
時
に
支
川
は
あ
る
に
し
て
も
、
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
が
神
と
人
間
行
者
を
区
別
す
る
所
以
で

あ
る
。

《
第
五
章
冨
冨
⑳
ｌ
神
秘
力
②
（
具
格
連
合
）
》

〈
第
一
節
知
〉
３
冒
印
を
積
ん
だ
苦
行
者
は
、
そ
の
３
９
ｍ
（
神

秘
力
）
に
よ
っ
て
「
天
眼
、
神
秘
的
視
力
」
を
有
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の

の
種
「
神
秘
的
視
力
」
は
唯
単
に
行
者
の
神
通
力
と
し
て
現
わ
れ
る
の
み

な
ら
ず
、
よ
り
高
次
の
哲
学
的
知
見
、
大
悟
の
類
を
も
招
来
す
る
。
ま
た
、

三
界
を
見
透
す
「
天
眼
」
は
行
者
が
そ
の
冒
冒
、
の
力
に
よ
っ
て
他
人
に

貸
与
す
る
事
が
で
き
た
。
「
神
秘
的
視
力
」
は
又
、
他
人
の
心
中
洞
察
、

正
体
看
破
、
哲
学
的
知
見
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
過
去
・
現
在
・
未

来
に
亘
る
知
を
も
可
能
に
す
る
。
ま
た
曾
冨
鋤
に
よ
っ
て
ヴ
ェ
ー
ダ
は
知

悉
さ
れ
、
啓
示
さ
れ
、
修
得
さ
れ
る
。

〈
第
二
節
位
〉
人
が
３
圃
叩
に
よ
っ
て
到
達
し
よ
う
と
し
た
も
の

に
、
「
知
」
の
他
に
特
定
の
「
位
階
」
が
あ
る
。
古
典
イ
ン
ド
に
在
っ
て

人
間
の
最
高
の
「
位
」
は
バ
ラ
モ
ン
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
は
賦
冨
ｍ

に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
位
を
得
、
バ
ラ
モ
ン
に
な
ら
ん
と
欲
し
た
。
し
か
し
、

「
バ
ラ
モ
ン
位
」
は
そ
の
到
達
が
極
め
て
困
難
で
身
分
卑
し
き
者
は
冨
冨
い

に
よ
っ
て
も
こ
れ
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
「
位
」
は
、
激

し
い
国
富
切
に
よ
り
、
又
幾
多
の
輪
廻
転
生
を
経
て
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
に
な

っ
た
も
の
が
、
そ
の
本
務
を
遂
行
す
る
事
、
忍
辱
の
実
践
に
よ
っ
て
、
次

生
乃
至
孫
の
代
に
な
っ
て
始
め
て
到
達
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
到
達
困

難
な
「
バ
ラ
モ
ン
位
」
も
、
聖
仙
の
真
言
に
よ
っ
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
成
就

し
た
と
い
う
例
が
あ
る
。
次
に
冨
冨
砂
は
天
を
成
就
す
る
も
の
と
称
せ
ら

れ
る
。
国
冨
加
に
よ
っ
て
、
神
仙
、
バ
ラ
モ
ン
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
、
更
に

は
身
分
卑
し
き
者
に
至
る
ま
で
生
天
し
た
。
ま
た
、
「
神
位
」
神
と
の
「
同

等
性
」
又
「
合
一
」
も
冨
冨
の
に
よ
っ
て
到
達
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
神
、

70



就
中
、
ぐ
哲
旨
》
ｚ
劃
ご
ｐ
菌
は
ご
冒
砂
に
よ
っ
て
も
相
見
ゆ
る
を
得
な

い
と
い
わ
れ
、
そ
こ
で
は
菌
富
の
よ
り
も
弄
旨
己
昌
》
曽
昌
妨
目
っ
、
Ｈ
ｇ
ｐ
が

優
位
に
立
つ
。

〈
第
三
節
生
滅
〉
こ
こ
で
は
次
下
の
十
一
項
目
に
亘
っ
て
主
と
し

て
動
詞
の
性
格
に
基
い
て
冒
冨
印
の
目
鼻
目
巳
国
鳥
三
ｍ
と
「
生
住
滅
」

「
生
殺
」
の
概
念
と
の
連
合
を
分
類
・
整
理
す
る
。
側
「
創
造
」
を
意
味

す
る
且
‐
。
②
一
般
的
な
「
造
作
」
を
意
味
す
る
肩
；
と
、
同
じ
く
「
造

作
」
「
創
出
」
を
意
味
す
る
ご
片
目
単
。
③
宇
宙
論
的
な
意
味
は
な
く
、

「
忽
然
と
し
て
現
成
せ
し
め
る
」
神
秘
的
・
呪
術
的
意
味
合
い
を
も
つ

昌
巷
且
騨
冒
‐
・
側
よ
り
一
般
的
な
「
誕
生
」
を
意
味
す
る
冒
日
‐
。
こ
れ

に
関
し
て
は
く
い
国
の
モ
チ
ー
フ
が
介
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
冨
冒
の
の

神
秘
的
力
の
面
よ
り
も
苦
行
の
意
味
合
い
が
濃
厚
で
あ
る
。
⑥
「
破
壊
」

を
意
味
す
る
ぐ
旨
農
‐
。
⑥
「
殺
致
」
を
意
味
す
る
動
詞
宮
口
‐
。
⑦
「
併

合
」
噌
騨
鋤
‐
や
「
焼
却
」
を
意
味
す
る
含
甲
。
⑧
「
生
滅
」
の
中
間
に
位

す
る
「
住
」
の
概
念
に
関
連
し
て
生
き
永
ら
え
る
を
意
味
す
る
号
Ｈ
‐
。

⑨
「
生
死
」
の
中
間
に
在
っ
て
は
生
存
・
蘇
生
ヨ
‐
。
⑩
「
住
」
「
生
存
」

の
他
、
成
育
・
増
大
目
目
‐
。
⑪
「
（
気
力
の
）
充
填
。
装
填
」
の
意
味

合
い
を
も
つ
動
詞
四
国
己
‐
。
以
上
の
分
類
・
整
理
か
ら
も
、
菌
冒
の
を

具
え
た
者
は
そ
の
国
冨
喚
に
よ
っ
て
、
生
住
滅
、
生
殺
を
自
在
に
操
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
、
圃
冒
の
の
「
力
」
の
側
面
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

〈
第
四
節
浄
〉
国
冨
の
に
帰
せ
ら
れ
る
効
力
の
一
つ
に
「
浄
罪
」

「
罪
障
滅
尽
」
が
あ
る
。
五
大
罪
を
始
め
と
す
る
「
罪
、
微
れ
」
の
概
念

は
楊
匡
鼻
営
冨
に
立
ち
、
薗
冨
印
は
目
鼻
目
目
９
首
房
に
現
わ
れ
、
「
解

《
第
六
章
国
圃
印
の
全
能
性
と
有
限
性
》

〈
第
一
節
国
冨
印
の
全
能
性
〉
こ
こ
で
冨
冨
、
の
全
能
性
を
総
括

的
に
述
べ
て
い
る
章
句
を
、
「
定
型
句
」
と
「
文
脈
」
と
に
分
類
・
整
理
す

る
。
定
型
句
の
蒐
集
か
ら
、
こ
の
世
に
冨
冨
の
よ
り
卓
れ
た
も
の
な
く
、

国
罵
の
に
よ
っ
て
成
就
・
到
達
さ
れ
得
坦
も
の
と
て
な
く
、
一
切
は
冨
冒
、

放
」
の
動
詞
（
‐
。
昌
一
５
‐
）
の
受
動
形
と
連
合
す
る
。
又
、
「
罪
、
微
れ
」
を

Ｐ
ｏ
２
３
言
昌
の
に
立
て
、
滅
尽
（
富
。
‐
）
焼
却
含
昏
‐
）
払
い
除
け
（
二
且
‐
）

除
去
（
皇
）
煙
く
目
‐
）
の
動
詞
の
定
動
詞
形
を
国
冒
の
の
目
鼻
目
白
。
．
菌
房

と
結
び
つ
け
、
又
そ
れ
ら
の
不
定
動
詞
形
を
所
有
合
成
語
の
一
肢
と
し
て

曾
冒
い
と
結
び
つ
け
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
更
に
は
、
す
富
め
に
よ
る

「
浄
化
」
の
概
念
も
散
見
す
る
。
「
浄
化
」
の
概
念
に
伴
っ
て
、
薗
冒
の

の
目
黒
昌
日
①
ロ
冨
房
及
び
そ
の
類
は
「
無
垢
、
微
な
き
」
の
形
容
詞
と

連
合
す
る
。
但
し
こ
の
浄
化
、
浄
罪
は
ひ
と
り
３
冒
砂
の
み
に
帰
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
く
、
祭
祀
、
布
施
を
始
め
と
す
る
宗
教
的
・
倫
理
的
諸

徳
目
が
国
冒
、
と
共
に
同
類
の
文
脈
に
現
わ
れ
る
。

〈
第
五
節
悉
地
〉
抽
象
概
念
と
し
て
の
巴
＆
国
（
悉
地
、
神
通
力
）

と
そ
の
類
（
閏
呂
冨
》
＄
冒
巴
且
冒
）
巴
合
‐
）
と
冒
冒
ｍ
の
旨
、
ヰ
ロ
目
の
巳
‐

冨
房
と
の
連
合
の
事
情
を
見
る
と
、
概
し
て
悉
地
、
神
秘
力
、
神
通
力

の
類
は
冨
冒
い
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
、
人
は
成
就
者
、
神
通
力
を
具
え
た

も
の
と
成
り
得
る
。
又
、
３
窟
の
に
よ
っ
て
目
§
鼻
』
日
ゅ
目
ヰ
く
四
（
大
、

偉
大
性
）
を
見
出
す
。
「
神
秘
的
知
」
「
浄
罪
」
等
に
包
摂
さ
れ
な
か
っ
た

四
目
宮
の
具
体
的
内
容
と
し
て
の
「
神
秘
行
」
は
、
「
他
体
閣
入
」
「
克

死
・
延
命
・
蘇
生
」
「
降
神
術
」
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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に
根
差
し
、
心
に
欲
す
る
一
切
の
望
み
は
冨
冨
め
に
よ
ひ
て
叶
え
ら
れ
る
、

以
上
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
次
に
、
あ
る
文
脈
を
も
つ
章
句
の
提
示

か
ら
、
倫
理
・
宗
教
的
功
徳
か
ら
無
病
息
災
・
酒
池
肉
林
の
類
の
現
世
の

利
益
に
至
る
一
切
は
、
３
菌
、
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
る
と
称
せ
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

〈
第
二
節
圃
冨
の
の
有
限
性
〉
薗
冒
、
の
万
能
性
が
説
か
れ
る
反

面
、
国
冒
唖
に
よ
っ
て
も
到
達
不
可
能
と
な
す
章
句
の
あ
る
こ
と
は
看
過

で
き
な
い
。
そ
れ
は
「
死
」
「
運
命
」
な
ど
の
絶
対
的
な
「
不
可
抗
力
」

に
よ
る
と
さ
れ
、
又
、
冨
冨
印
以
外
の
も
の
に
よ
れ
ば
可
能
と
さ
れ
る
。

後
者
の
如
き
章
句
で
は
、
ｇ
鼻
は
〕
冒
盟
］
甘
営
い
が
３
意
の
に
替
っ
て

強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
苗
圃
⑳
と
と
も
に
古
典
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
倫

理
・
宗
教
の
徳
目
を
排
斥
、
蔑
視
し
つ
つ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
教
、
哲
学
的
知

見
を
高
揚
す
る
新
し
い
思
想
の
拾
頭
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
第
三
節
菌
彊
の
の
世
俗
性
〉
苗
圃
印
は
目
的
、
果
報
の
た
め
の

手
段
で
あ
る
以
上
、
利
己
的
執
念
が
つ
き
ま
と
う
。
こ
の
執
念
は
圃
日
四

の
語
に
よ
っ
て
詮
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
果
し
て
宗

教
的
徳
目
で
あ
っ
た
か
否
か
疑
わ
し
め
る
面
な
し
と
は
し
な
い
。
苗
恵
め

が
林
棲
期
の
法
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
確
か
に
「
出
世
間
的
」
概
念
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
真
の
離
欲
に
達
し
た
遊
行
期
の
「
出
世
俗
的
」
な

法
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
こ
に
国
恵
め
の
限
界
が
あ
る
。
従
っ
て
叙

事
詩
の
一
般
的
文
脈
よ
り
お
さ
え
得
る
国
富
加
は
四
目
昌
砂
日
の
重
要

以
上
、
著
者
の
論
述
の
次
第
に
沿
っ
て
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し

た
。
各
章
各
節
に
は
小
結
が
与
え
ら
れ
て
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
或
る
ま
と

ま
り
あ
る
論
考
の
体
装
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
数
多
く
の
章
句
を
挙

げ
て
文
献
的
に
実
証
し
て
い
る
関
係
上
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
反
面
、

記
述
が
重
複
す
る
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
瞬
勺
勺
国
ｚ
Ｕ
Ｒ
国
の

と
し
て
、
論
述
を
補
完
す
、
へ
き
《
《
Ｈ
閃
シ
ｚ
⑱
吋
国
”
○
句
旨
岡
同
月
、
〕

《
（
目
シ
勺
○
口
国
炉
ｚ
シ
》
】
《
白
ｚ
己
毘
シ
シ
ｚ
ｐ
目
鈩
勺
シ
リ
』
の
三
英
文
論
文

と
、
Ｈ
ｚ
ｐ
同
〆
Ｆ
ｏ
ｎ
ｏ
”
ご
旨
（
旨
衿
国
少
国
国
鈩
園
シ
目
鈩
）
と
が
巻
末
に
付

加
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
苦
言
を
呈
す
る
の
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
語
句

索
引
と
切
目
５
唱
名
ご
と
が
望
ま
れ
る
。
最
後
に
気
付
い
た
限
り
の
誤

植
を
示
す
。
「
焼
却
、
焼
焼
」
念
．
届
Ｐ
』
．
忠
）
ｌ
↓
「
焼
却
、
燃
焼
」
。

（
ぐ
習
騨
，
冒
胃
昏
騨
‐
目
胃
日
騨
）
含
烏
雪
蔦
．
ご
ｌ
↓
（
ぐ
習
騨
‐
胃
四
ｍ
ｇ
沙
‐

号
胃
昌
包
）
。
な
お
、
多
財
釈
令
．
ゴ
ー
．
閉
》
壱
認
一
・
喝
や
裡
息
と
．

ロ
）
は
有
財
釈
に
統
一
す
謡
へ
き
か
。

（
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
日
、
春
秋
社
、
Ａ
５
版
、
五
一
八
頁
、
七
五
○
○
円
）

な
概
念
で
あ
り
跡
イ
ゾ
ド
宗
教
史
を
彩
っ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
特
殊
な

「
民
族
宗
教
」
に
と
ど
ま
っ
て
、
普
遍
的
な
「
世
界
宗
教
」
の
概
念
に
は

な
り
え
な
か
っ
た
。

《
第
七
章
結
論
》

こ
こ
で
前
六
章
に
亘
っ
て
述
べ
て
き
た
国
屈
め
の
諸
側
面
を
要
約
し
て
、

本
書
の
結
論
と
し
て
い
る
。
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